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現代教育の諸問題 に関す る若干の考察

田 井 康 雄*

SomeThoughtsconcerningthePresentEducational

ProblemsinJapan

YasuoTai

1.は じ め に

教育学が机上の空論に終始することは決 して許されるべきことではないのであって,現

実の教育実践や教育問題に少なくとも何 らかの示唆を与えるものでなければ,そ の存在理由

がないといえる.し かるに,そ れらの教育問題に対 して,現 場の教師も教育行政側も対症

療法的な方策 しかとれないで,根 本的解決策を講 じられない状態である.ま た,教 育専門

家達は自らの狭い専門的見解からめみ教育現実をとらえようとするがゆえに,机 上の空論

に終始 している現状であるといって も過言でない.こ れは現代の教育的混迷が教育史上類

を見ないものであり,ま ったく新 しい形の教育的混迷を古い歴史的観点からとらえようと

するところに原因の0つ がある.い ずれに しても,今 こそ,教 育学は現実の教育問題を正

面か ら取り扱うことが差 し迫 った課題であるといえる.

そこで,本 論文では,現 代社会の分析から始め,現 代社会における教育的影響の分析,

さらには,そ の現代社会の中で育 ってきた 「現代っ子」の特徴,そ のような現代っ子に対

する教育のあり方などについて考究 したいと思う.そ して,現 代社会の教育問題の発生の

基本的構造を明 らかにしたいと思 ゲ!

現代の教育問題は学校や教育行政だけの問題ではな く,社 会的背景や国際関係などの複

雑多様な要素からの影響とも密接に関係 していることは明 らかなことである.さ らに,こ

のような複雑多様な要素か らの影響その ものを操作する産業の出現,ま た,情 報社会 とい

う名に操 られている一般大衆,親 としての自覚を失った大人達,精 神的に親を失った子供

達,自 己の権利だけを無制限に主張する人々の増加など,影 響を与える要素も影響を受け

る要素 もともに,現 代社会の中で独特の ものへと変質 してきて,そ の結果,社 会的機能と

しての教育が正常な教育的影響力を もたないというよりも,む しろ,非 教育的 ・非道徳的

な影響力す らもつようになってきているのである.つ まり,人 間社会で人間として生活 し

ていることによって正常な人間になることができないのが現代社会なのである.人 間社会

で生活することによって人間として確実に堕落 していく社会が現代社会なのである2)

現代社会はその社会構造の歴史上比類ない複雑さゆえに,社 会のもつ機能的教育が教育

の名に値 しないものになっているのであり,意 図的教育諸機関や家庭はそのような現代社
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会の特異性を心得,機 能的教育その ものに意図的にはたらきかけねばならない状況になっ

てきているのである3)

以上のような現代社会の特異性を考慮にいれっつ,現 代社会の教育問題の本質を分析 し

たいと思う.

H.現 代 社 会 の 特 質

先にも示 したように,現 代社会はさまざまの点において,歴 史上比類ない特殊な時代で

あるといわれている.そ の現代社会の特殊性のうち,特 に現代の教育に影響を及ぼす もの

について考察を加えたいと思う.

A.価 値観の混乱 した社会

現代社会は価値観の多様な社会であるとか,価 値観の混乱 した社会であるといわれる.

個人の価値観の形成は既存社会の慣習 ・伝統 ・歴史等 と密接に関係 している.つ まり,既

存社会の中で一般的にもたれている価値観があり,そ れに基づいて,そ の社会の各構成員

の価値観が,い わゆる常識として形成されるものなのである.そ のような常識はそれまで

の歴史の中で社会の年長世代の立場に立つ者が形成するとともに,年 少世代に伝えていく

文化の基礎になるものといえる.

したがって,価 値観 というものは本質的には急激に変化 したり,混 乱するものではあり

えないのである.特 に,既 存社会の成立に古い歴史がある場合,そ の価値観は急激な変化

を起 しえないのである.と いうのは,既 存社会の0般 的な価値観はさまざまの時代の固有

の文化の蓄積の現われであって,0時 的変化の産物ではないのである.つ まり,価 値観と

いうものは空間的にも時間的にもかなりの持続性 と普遍性をもつものであって,二 部の人

間の意志や一時的変化によって形成されたり破壊されたりするものではないのである.

以上のような価値観についての基本的考察を踏まえたうえで,現 代の日本社会の価値観

の混乱について考察を加えることにする.

現代日本が第二次大戦の敗戦によって,そ れまでとは180度 転換 した価値観を半強制的

に受け入れざるをえない状態であった当時,青 少年であった(年 少世代であった)人 々が

現代の日本をささえる年長世代になって数十年がたった。しか し,現 代の年長世代の人々

が青少年期に味わった価値観の転換は決 して自然のなりゆきではなく,外 圧的な要素によ

る急激なものであったといえる.そ れゆえ,戦 前の価値観にまった く異質な価値観を無理

に移植された観がある.そ の結果,現 代の年長世代のもつ価値観は価値観の名前に値する

ほど確固たるものになっていないのである.そ のような年長世代が中心になっている現代

社会であるがゆえに,既 存社会としての機能的教育作用が希薄なのである。いや希薄とい

うよりも,年 長世代その ものの確固たる価値観をもっていないがゆえに,年 長世代 と年少

世代の区別が不明確になり,世 代融合化現象乳とでもいうべき状態が生 じているのであり,

その結果,年 長世代から年少世代へのはたらきかけとしての教育が成立 しにくい状況が起っ

ているのである.

戦前の価値観と戦後導入されてきた価値観の善悪は別にして,ま ったく異質なものであっ

たことは否定できない.そ れゆえ,後 者の価値観に立てば,前 者の価値観は完全に否定さ

れるべきものになったのである.し か しなが ら,先 にも示 したように,価 値観の形成には

歴史が必要であり,急 激な外的圧力によって新 しく導入された価値観が,そ の国の価値観

として定着 ・発展することはありえないのである。例えば,戦 前の儒教倫理を民主主義の

立場から否定 し,「 個人の自由」という思想を定着 させようとしても,そ れは個人的利己
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主義に堕落 してしまうだけである.と いうのは,「 個人の自由」は西欧諸国民が絶対王政

の弾圧 との戦いを通 じて命がけで勝ちとったものであり,そ の自由の背後には歴史的重要

性が隠 されていることを西洋人は骨肉に浸みこませているがゆえに,無 意識のうちに自己

の自由とともに他者の自由も尊重するのに対 して,日 本人にはそのような歴史はな く,む

しろ,権 力に服従する歴史をもっているがゆえに,自 由の真の意味がわからないからであ

る.そ の結果,「 自己の権利のみ主張する」ような異常な状態があちこちに見られ,し か

も,そ のような状態を非難したり,批 判す ることさえ禅 られるような現状である.つ まり,

日本の現代の価値観の混乱状態は,日 本の価値観にアメリカの価値観を接木 し,そ の結果,

日本の土壌に適 さず,既 存の価値観を枯 らしながら,つ いには,自 己自身の毒によって自

己も枯れて しまう運命にある背高泡立草が繁茂 している状態を思わせるのである.

このような価値観の混乱で,特 に現代の教育問題 に関係 しているものについて,考 察を

続けることにする.

①核家族化現象

戦後日本社会の一つの特色である核家族化現象 も先に示 した欧米の価値観導入による混

乱の一現象である.大 家族と核家族の根本的相違は,前 者が親子関係を軸とする縦の関係

を中心にする人間関係であるのに対 して,後 者は夫婦を軸とする横の関係を中心とする人

間関係であるといえる.こ のような家族構成の基本的性格か ら考えて も,前 者の方が教育

的機能を多く備えていることは明 らかである.す なわち,大 家族においては,親 子関係が

単独で存在することはな く,血 縁関係の中に社会的人間関係が含まれているがゆえに,家

庭内において複雑な教育的影響があるとともに,地 域社会との関係が密接であるがゆえに,

家庭内にその地域独特の慣習や風習を受け入れる要素が備わっているのである.

しか しなが ら,核 家族にまった く教育的機能がないわけではないのである.欧 米社会は
5)

核家族が一般的であるが,家 庭と教会の道徳教育及び宗教教育への取 り組みはまった く日

本と比べものにならないほど真剣である.

すなわち,戦 前の日本 と西欧諸国はそれぞれの独 自の歴史によって培われてきた価値観

に基づいて家庭教育や宗教教育を行 ってきたのである.

しかるに,戦 後の日本における核家族化現象はいかなる歴史的必然性による価値観に導

かれたのでもな く,た だ,敗 戦による異文化の半強制的導入と,そ れに基づ く似非教養家

による戦前の価値観の一方的な否定に導かれた一般大衆の生活形態の変化にすぎないので

ある.

核家族の夫婦が共働きをするという風潮は,一 家における収入の増加を求め,そ れによ

る家庭生活の経済的水準の上昇を期するとともに,妻 の女としての自立,例 えば,「 女性

は家事 と育児だけを行うよりも社会で女性 として働 くべきだ」 と主張する日本文化の固有

の価値観を無視する浅薄な知識の女性解放運動指導者の意見に乗せられて,母 としての自覚を

失った女性労働者,さ らには,妻 の賃金をあてに して自分の父親としての自覚と責任を失っ

た男性労働者によって,広 く一一般化されて きた.親 としての自覚を失 った彼 らは子供の教

育権を自ら放棄 しているようである.そ の結果,自 分達の子供が学校で何を しているかも

知 らず,い じめによる自殺で,は じめてわが子のおかれている状態を知 る親,さ らには,

家庭内暴力の被害者になり,逆 に,わ が子を殺す親が続出するのである.

彼らは親としての自覚をもたない人間の名に値 しない存在である.な ぜなら,人 間にとっ

て教育は欠 くべからざる要素であり,し か も,そ れを第一に行うべき立場にいるのが親だ

か らである.
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つまり,現 代 日本の核家族を構成 している親達は家庭の教育的意義を認めず,家 庭をむ

しろ経済的集団と考えているところに大きな問題があるようである.核 家族における教育

は大家族における教育よりも,親 の教育意図が必要になって くるとともに,親 として教育

についての見識を高めることが必要なのである.に もかかわらず,先 に示 したように,日

本では,核 家族における親の方が正当な教育意図が薄 く,し かも,「 教育ママ」 という言

葉に代表される,本 来,家 庭教育で行 うべきでない知育偏重という誤った教育意図を強 く

もつ親の増加 という憂 うべき状況になっているのである.

まさに,現 代社会の価値観の混乱の第一現象が実質を伴わない形だけの核家族化現象と

いう日本古来の家庭の崩壊に現われているのである.そ して,そ れに伴 って,親 の自覚の

喪失現象が起っているのである.親 の自覚の喪失という状況はそれだけに留まらず,大 人 ・

年長世代 としての自覚喪失現象という総体的な現象になってきている.そ こで,こ のよう

な世代意識喪失現象について考察を加えることにする.

②世代意識喪失現象

教育は年長世代の年少世代への文化の伝達であるといわれる.そ して,年 長世代とは既

存社会を維持 ・発展させ,そ の延長上に未来を見出そうとする一般的共通意識をもっ人々

であり,既 存社会における歴史的遺産,習 俗,慣 習等を重ん じる.つ まり,年 長世代は社

会の構成員として自らの立場や行うべき行為をかな り自覚 しているべ きであるのに対 して,

年少世代は自らの自然的要求や生理的欲求に従って,瞬 間的行為(前 後の問題や行為の結

果を考えない行為)を 行 うのが本来的姿であるが,そ の反面,年 長世代がつ くりあげてき

た社会構造に適合するため,意 識的にも無意識的にも年長世代の自制的行為を学習するこ

とによって,し だいに身につけてい くべき人々である.そ れゆえに,社 会生活の中では,

年長世代は何 らかの意味において,年 少世代の手本であり,尊 敬の対象であるのが自然な

のである.

しかるに,現 代社会において,年 長世代にあるべき人々が年長世代としての自覚を もつ

行為ができないのである,先 に示 したように,親 としての自覚がないだけでなく,年 長世

代にいなが ら,年 少世代 と同様に自らの自然的要求や生理的欲求のままに刹那的快楽に溺

れ,大 人としての恥を知らない外面だけの年長世代に属する人々が増えてきているのであ

る.彼 らは,あ くまで,子 供と同様に,現 在志向性を主張 し,「 今の自分が楽 しければい

い」という感覚で生活 しているのである.そ れゆえ,年 長世代に立つ人々が年少世代の非
ものわかり

行や非道徳的行為を正面から否定することす らできない,い わゆる,「 物分のよい大人」

という仮面をつけた優柔不断な年長世代が増加 してきているのである.

このような現象は年長世代にあるべき人々の年長世代 としての自覚の喪失に起因 してい

るのである.さ らに,そ の年長世代としての自覚の喪失は戦前の儒教道徳批判 と戦後の民

主主義思想の 「平等主義」の履き違えによると考えられる,つ まり,平 等主義による権威

の否定,能 力の差の無視,物 理的同一主義などの誤 った理解によって,年 長世代自身の価

値観を確立させていないため,年 長世代としての自己意識が喪失 して しまっているのであ

る1)「大人 も子供 も平等である.」 とか 「男女は平等である.」 という主張は人間として

の権利が平等なのであって,何 か ら何まですべてが等 しくなければならないということで

はないのである.大 人と子供,男 女の間にはそれぞれ個性 と能力の差があるとともに,そ

のような差には社会的風土の中でのみ生活 しうる人間としての歴史性が備わっているがゆ

えに,わ れわれは日本人としての正 しい平等主義を知 らねばな らない。

以上のように,現 代日本の年長世代に立つ者が年長世代 としての確固たる価値観をもっ
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ていないために,主 体的に年少世代の範 としての行動をとることができないのである.そ

の結果,先 に示 したような世代融合化現象が起きているのであり,正 常なる社会の機能的

教育作用が薄れてきているのである.

世代融合化現象は世代間の教育を成 り立たせないだけでなく,各 世代その もののもつ共
の

通意識や共通の価値観をも形成させなくするのである。その結果,世 代に関係なく,個 々別々の個

人的利益や権利だけを主張する人々が増えてきているのである.つ まり,世 代融合化現象

により,世 代間の断絶が起 るのではな く,個 々別々の烏合の衆が増加 してきているので

ある.彼 らは個人的 ・私的利益を求める権利のみを主張する新人類といえるのである§)

③義務感の伴わない権利意識

民主主義とは,「 人民が権力を所有 し,権 力を自ら行使すぎ〕 ことであり,人 民 とは国

家 ・社会を構成する一般の人々のことである.と するな らば,民 主主義においては,す べ

ての人間が平等に権力を所有 し,そ れを行使できなければならないのである.そ のために

は,一 人の人間の もつ権利は当然制限されなければな らないのである.っ まり,民 主主義

における権利は平等主義に裏付けされねばならず,そ のためには,人 々は権利に伴 う義務

を充分に認識 しなければならないのである.

この民主主義が西欧諸国におけるように,市 民革命を通 じて自らの主体的必要性 として

実現される場合,人 々は自らの身に沁みてその真の意義を理解す るものであるが,現 代日

本における民主主義は決 してそのような性質のものではないのである.日 本の民主主義は

敗戦によって外圧的に導入されたものであり,日 本人の中には,今 だに民主主義の意義を

理解せず,義 務感の伴わない権利意識を もつ大人がいる.し かも,こ のような大人が親と

しての自覚を もたないで,子 供 と接することによって,自 分の欲求 しか考えられない(他

人の身になることので きない)子 供が増えてきているのである.し たがって,先 にも示 し

たように,大 人には理解できないような行動をとる,い わゆる,新 人類といわれる子供は,

実はその子供を育てて きた大人自身の未確定な価値観の結果 といえるのである.

現代社会の堕落の根本原因は他か ら与えられた民主主義を自らのものにす ることな く,

したがって,そ の真の意義を身につけることな しに,自 己の都合のいい,勝 手な理解によっ

てつ くりあげ られた戦後の価値観(実 は価値観の名に値するものではないのだが)に 基づ

いて,あ らゆる事柄が判断されるところにあり,そ の最 も一一般的な現代日本人の典型的意

識が 「義務感の伴わない権利意識」なのである.

現代日本人の権利意識に義務感が伴わない最大の理由は,日 本の歴史的価値観の構造に

あるといえる.す なわち,歴 史的日本社会は,身 分階級社会であるとともに,一 つの階級

内における血縁的関係の維持 ・重視によって成り立ってきた社会である.し たがって,戦

前までの権利意識は社会的階級内におけるものであ り,あ る階級に属するという潜在的意

識がその背後に常に伴 っていたのである.そ れゆえ,そ の権利意識に必ず しも意識的な義

務感が伴わなくて も,一 方的な権利主張にはなりえなかったのである.つ まり,日 本人の

根本意識の中には権利に義務が伴うのではな く,権 利そのものが義務であったのである.

しかも,そ のような権利意識が日本人独特の階級意識の中で成り立っていたのである.そ

れゆえ,戦 前の日本人は,「 東洋の紳士(gentleman)」 といわれる 「恥を知 る国民」であっ

たのである.

このように,日 本人の戦前と戦後の価値観 としての権利意識その ものは根本的に変化 し

ていないのであるが,民 主主義の導入に伴 う平等主義の接ぎ木によって,義 務の概念をと

りまく状況が変 って しまったのである.つ まり,階 級社会を根本的に否定する社会にお
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ける義務は,平 等の権利をもったあ らゆる人間が等 しく行わねばならぬことであるが,戦

前の日本社会では自分の置かれている立場(身 分)を 知ることを前提にする行動の権利だ

けが与えられ,そ れで戦前の社会道徳は保たれていたのである.そ れゆえ,戦 前の日本で

は社会生活の規範が定まっていて,そ の規範に従 ってさえいれば,社 会生活が充分送れる

という状態であり,そ のような状態に対 して束縛感をもつ人々は少なかったのである.し

たがって,そ こに,個 人の自由を求める必然性はなかったわけである.

つまり,日 本の戦後社会への民主主義の導入の歴史的必然性はなか ったにもかかわ らず,

半強制的に導入され,そ れに伴 って導かれた自由主義は,従 来の社会道徳や日本人の価値

観を混乱させ ざるをえなかったのである.

以上のように,現 代社会の価値観の混乱は決 して最近急に始ま ったことで はな く,第

二次大戦による政治的外圧的な価値観の導入と,そ れ以前までに歴史的に培われてきた日

本古来の価値観 との不調和によって生 じていると考えられる.

ここで,現 代社会の第二の特質について考察を加えたいと思う.

B.つ くられた情報社会

「現代は情報社会である」といわれるようになってきたのは,こ こ数年来のことである.

しか し,現 代はほんとうに情報社会 といえるのであろうか.

「情報」とは 「或ることが らについての知らせ」であり,「 判断を下 したり行動を起 し

たりするために必要な知識」10である.さ らに,「 情報産業」とは 「情報の収集,加 工,処

理,貯 蔵,検 索,提 供などの業務に直接関連する産業」11宅ある.と するな らば,情 報社会

とは,一 般大衆が自らの判断を下 したり,行 動を起 したりするのに必要な知識を自ら積極

的に利用す ることがで き,ま た,実 際に利用 している社会であるべきで,し かも,そ のよ

うな情報社会において,情 報産業は一般大衆が正 しい判断を行えるような情報を一般大衆

の主体的要求に従って提供する産業でなければならない.つ まり,情 報産業は一般大衆の

主体的要求に応 じた手段的役割を演 じるのが基本原則であり,情 報産業そのものが主体性

をもって情報に操作を加えたり,ま してや,情 報産業そのものの営利性に従って興味本位

の報道をすることは許されるべきことではないのである.

しかるに,現 代社会では,一 般大衆は情報を主体的に利用 しているというよりも,む し

ろ,情 報の真偽も確めず,た だ,情 報に振り回されているといった方がよい状態である.

例えば,主 体的必要性 もないのに,ワ ープロやパ ソコンを買い込み,複 雑な操作を何カ月

もかかってやっと習得 した時,そ のような複雑な操作をまった く必要としない新機種のも

のがはるかに兼価で売 り出され,そ の時になってはじめて ワープロやパ ソコンの必要性の

ないことに気づ く人々.ま た,「 新聞,雑 誌,ラ ジオ,テ レビ,映 画などの媒体を通 じて

行われる大衆への コミュニケーションを行 うべき機関(以 後,マ ス ・コ ミと呼ぶ.)が,

「報道の自由」の名のもとに行うプライバシーの侵害や精神的暴力など目にあまるものが

ある12)

「報道の自由」とは 「情報を広 く一般に正 しく伝えることができる自由」であり,そ の

自由には当然のことながら,「 報道の影響に対する責任を もつ態度」が必要なのである.

さらにいうなら,一 般大衆が誤った判断を下 さないための正 しい情報を報道する権利と義

務を成り立たせる主体的自由であることをマス ・コミ関係者は心得ていなければな らない.

先にも示 したように,戦 後民主主義社会は個人の権利と義務によってのみ成立する社会

であり,そ こにおける情報産業(と りわけ,マ ス ・コミ)の 役割は重大である.し かるに,

マス ・コミ関係者 自身が権利だけを主張するような姿勢をとることは断固として許される
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べきではない=

情報社会 とは,そ の社会の中のすべての構成員が平等に主体的に情報を自らの行為決定

の手段として利用する必要性を感 じ,し か も,そ の手段を主体的 ・積極的に利用できるよ

うな社会のことをいうのであって,現 代のように一般大衆が受動的態度でマス ・コミか ら

の情報を受け入れ,そ の情報に振り回されているよ うな社会は,い くら情報機器や情報

技術が高度 に発達 していたとしても,真 の情報社会ではな く,作 られた情報社会なので

ある.

すなわち,現 代社会における情報 システムの機械化 ・集中化という現象は,一 般大衆の

社会生活の中での必要性か ら生まれて きたのではなく,古 い体質の第二次産業的生産高の

上昇 という営利目的にひきず られなが ら,現 われてきた現象であり,そ れはちょうどフ

ァッション業界における一種の流行の観す ら見られるのである13)

勝義の情報社会はその構成員がそれぞれの立場で自らの義務 と権利を正 しく認識 した,

いわゆる,民 主主義を自らの行動様式の中に定着させた確固たる価値観を もつ時に成立す

るはずである.っ まり,自 己の利益を他人 との関係で常に考え,そ のような人間関係にお

ける情報の重要性を充分に認識することによって,マ ス ・コミの営利主義 も改善 され,ま

た,一 般大衆が情報に振り回されないで,主 体的に情報を利用できるようになると考えら

れる.

C.人 間関係の混乱 した社会

現代社会は複雑に錯綜する人間関係をもつ社会であるといえる.し たがって,一 人の人

間が複数の立場に立ち,そ れぞれの立場に期待 される行動や考え方をとることが暗黙のう

ちに強制 されているのである.し かしなが ら,こ のようなことは近代社会にあっては多少

なりとも存在 して当然の ことである.

共同社会(Gemeinschaft)か ら利益社会(Gesellschaft)へ の変化 の過程 におけ る

人間関係の複雑化は,そ の社会の歴史的発展の過程であり,社 会内の構造的必要性か ら,

本来,生 じるものである.

日本の社会構造の変化は第二次大戦による戦前の共同社会の崩壊と政治的外圧による利

益社会の導入によって起されたといえる.そ れゆえ,戦 前社会のもつ内発的発展性による

正常なる漸進的変化ではなかった.そ の結果,家 庭 という血縁関係を中心にする,い わゆ

る,共 同社会の最 も典型的なものとしての家庭にまで も,利 益社会的要素が入り込んでい

るのである.

つまり,家 庭内での親 ・子それぞれが 「親であること」 「子であること」を 「会社員で

あること」 「生徒であること」と同様の意識をもって生活 しているのである.本 来,家 庭

とは親も子も自分の心の底を曝け出 して,本 音で生活できる場であるはずである.し かる

に,親 も子も自分の本音を互いに曝け出せないでいるのである.し かも,親 子関係の意志

の疎通 にまで経済的要素が大 きく関係 してきているのである.家 庭での親としての意識 ・

子としての意識と,家 庭外での会社員としての意識 ・生徒としての意識とは,本 来,異 質

なものでなければならない.そ れが現代社会においては,家 庭 も会社も学校 も……すべて

が経済的要素で結びつけられた利益社会の一単位になって しまっているのである14)

以上の理由で,現 代人は本音の自分をどこにおいているのかが 自己自身で もわからな く

なってきているのである.つ まり,複 数の人間関係や立場に立 っていて,そ れぞれ個々の

場合の判断や考え方はできて も,そ れぞれの判断や考え方相互の関係を統一する価値観を

もっていない人々が増加 しつつあるのである.そ の必然的な結果 として,「 現代人の無責
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任さ」が生 じて くるのである15)

社会が発達 し,社 会機構が複雑になればなるほど,自 己の基本になる立場が必要なので

あるが,そ れを もたないままに社会機構の複雑さに適応 してい くうちに,自 己の主体性を

な くしてい く現代人の 自己矛盾が現代社会の人間関係の混乱として現われているようであ

る.い くら社会構造が複雑になったとして も,そ の個々の構成員の自己意識 とそれに基づ

く明確な価値観があれば,人 間関係は複雑 ・多様にはなっても,混 乱することはないはず

である.

すなわち,現 代社会における人間関係の混乱には,副 次的原因はいくつかあるとしても,

根本的には戦後の日本社会の価値観の未確立及び混乱に起因 しているといわざるをえない

のである.社 会全体 としての価値観が不明確であるがゆえに,個 々人の自由は主体的自由

ではなく,単 に社会全体を混乱させる要素にしかならないのである.

また,人 間関係における平等主義は互いに相手の人格を認め尊重す るところに成 り立つ

べきものであるが,現 実には,相 手を尊敬することが不平等になるというような感情をも

っ人々がひ じょうに多い.例 えば,男 尊女卑 という戦前の風潮を否定するあまり,人 間 と

しての相互尊重の基本的態度を忘れて しまい,女 性としての権利のみを主張する考え方が

否定 されないのが現代社会なのである.

このような人間関係の混乱は,現 代社会の特質として,先 にとりあげてきた二つの特質

(A.価 値観の混乱 した社会,B.つ くられた情報社会)に よってつ くりあげられてきた

総合的現象というべきものであると考えられる.

皿.現 代社会 において教育的影響力をもつ要素

A.学 校の教育的影響

近代公教育制度成立以降,学 校は一般大衆の教育の場としての影響だけでなく,社 会全

体に対する教育的影響をもち続けていることを否定することはできない.

本来,学 校は家庭教育を補うための教育の場として現われてきたが,そ の後,学 校教育
is>

は家庭教育とは別の教育領域を占めるものとなってきた.そ の主なるものが,知 育であり,

集団生活教育である.

このような学校教育 は一般的には多少なりとも民衆の側からの要求の結果,近 代国家の

成立とともに整備 されていったのである.し かるに,日 本の学校教育は明治5年 の学制か

ら始まったのであるが,そ れは民衆からの要求というよりもむ しろ国家からの強制的義務
17)

の観が強かったといえる.実 際,現 在でも義務教育のほんとうの意味を理解 していない人々

の多いのには驚かされる.当 時,一 般大衆に教育的要求をもたせるために,明 治政府は教

育 と立身出世(い わゆる学歴主義)の 関連を無理につくりあげ,日 本の近代社会に定着さ

せていったのである.

その結果,日 本人の意識の中にある学歴偏重主義は社会における立身出世 とともに密接

に関連 しなが ら,学 校教育に関わり続けてきているのである.学 歴に生涯所得が比例する

という現実は戦前 ・戦後を通 じて認めざるをえない事実である.

ここに,日 本の学校教育の一つの特徴が現われているのである.先 に示したように,学

校教育の特徴が知育と集団教育であり,し か も,そ の学校教育と個人の立身出世が重要な

関係を もつ社会であればこそ,学 校教育には,進 学 ・受験,さ らに,そ れに伴う競争主義

が生 じて くるのである.そ して,本 来,中 心であるべき家庭教育は学校教育を補うものに

なって しまい,家 庭教育の本来の姿は忘れ られ,学 校教育(さ らにいうなら,知 育)だ け
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が教育であると一般に考えられて しまっているのである.

このような学校教育に対 して,知 育偏重の批判が多方面か ら出されているが,こ れは本

末転倒 した批判である.と いうのは,学 校で行われる教育はいかなる内容のものであって

も,知 育以外の方法によることは不可能なのである.ま った く血のつなが りのない教師と

生徒の間の意志疎通から学校教育が始まるとするなら,そ れは言語を媒介とする知的 コミュ

ニケーションによって,は じめて可能になるか らである.そ れゆえ,知 ・情 ・意 ・さらに

体育にいたるまで,学 校教育では知的教授を基礎にす る以外の方法はありえないのである.

む しろ,問 題なのは学校教育は家庭教育を補 うべきものであり,子 供の教育に対 して第
一の責任をもつのは親であるということに対する一般的認識不足である.さ らに,最 近で

は,学 校関係者自身 も学校教育においては,本 来,取 り扱えないような問題にまでも対処

しようとし,そ の結果,学 校教育の中心的課題をそのままに放置 しているような場合もか

なり見られるのである.

現在の学校教育の問題点は,日 本人の学校教育に対する考え方の歪みに起因するもので

あると考えられる.し たがって,一 般の人々のこのような学校教育に対する考え方が根本

的に変化 しないかぎり,い かなる教育改革がなされても,大 きな成果は望めないと思われ

る18)つまり,日 本人が一般的意識として,学 校教育を立身出世の一手段 とみなす教育観が

広まっているとともに,定 着 していて,学 校教育の過程その ものの意義よりも,手 段とし

ての有意性のみを強調 しているところが問題なのである.

以上の教育観は日本の戦前 ・戦後を通 じているものであるが,戦 後はここに核家族化現

象,さ らに,そ れに伴う共働きの増加,そ の結果 としての家庭教育の軽視 という現象が加

わってきているのである.つ まり,戦 前においては,家 庭教育が子供の教育の主体性をもっ

ていて,学 校教育を手段としていたのであるが,戦 後においては,両 親が自らの教育権を

放棄 し,学 校教育にすべてを依存 していなが ら,学 校教育その ものを手段 として認識 して

いる点では戦前 と変化 していないのである.そ れゆえ,現 在,学 校教育に対する要求は多

様化しているとともに複雑化しているのであるが,親 自身の教育的責任は自覚 していない場

合が多いのである.そ の結果,教 育問題の責任を学校 に押 しつけて,し かも,教師や学校に尊

敬も権威も感じず,自 分達には,ま ったく関係のないような意識を もっ親が多いのである19)

また,学 校側 も戦前にあったような社会的権威をもたない状況で,し かも,多 様な教育

的要求を受け入れざるをえないのであるか ら,学 校 としての教育的影響は希薄にならざる

をえないのである.

つまり,現 代 日本においては,学 校教育はその主体性を失いつつあり,む しろ,他 の教

育的要素か らの影響を受け,振 り回されている観す らあるのである.

B.家 庭の教育的影響

本来,家 庭は子供に教育的影響を最も直接的にもつべき場である.家 庭は子供にとって,

誕生以来生活の中心的場であるとともに,両 親によってつ くられた教育的環境である.そ

れゆえ,家 庭は子供の成長 ・発達にとって最 も大 きな影響を与える場であるといえる.

家庭における教育 というのは,両 親の意図的教育 というよりもむ しろ愛情のこもった親

子関係の中につくりだされる教育的雰囲気である.親 の子に対する思いやり,子 の親に対

する信頼によってつくりだされる親子の心のふれあいのうちに生 じる教育的影響は他のい

かなるものにも代えることのできないものである.家 庭の教育的影響は個々の家庭に独自

なものであり,そ れぞれの独自性,ま た,そ の家庭 に必要な要素となって 自然に備わって

くるものなのである.し かも,そ れは親が意図 したものでないにもかかわらず,子 供の成
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長 ・発達に決定的な影響をもつのである.

以上のように,家 庭の教育的影響力はひじょうに重要であるにもかかわらず,現 代の日

本においては,先 にも示 したように,戦 後の急速に進行 した核家族化現象,及 び,年 長世

代(あ るいは親)と しての自覚をもたない年長世代(あ るいは親)の 増加等によって,家

庭を教育の場にしない要素が蔓延 しているのである.家 庭内へのテレビ ・ラジオ等による

マス ・コミの影響の大きさは誰もが認めるところになっている.と りわけ,共 働 きの核家

族の家庭で幼児期からテレビに子守りをさせるという現象は,昭 和40年 代以降急速に広まっ

てきている.つ まり,親 たちは自らの教育権を完全に放棄 し,学 校教育に委ねるだけでな

く,家 庭内においても,テ レビ ・ラジオというマス ・コミの手段にその教育権を委ねて し

まって,い わゆる 「テレビッ子」が増加 していったのである.現 代社会においても,子 供

の成長過程における家庭の意義は大きいことは変 らない事実であるが,た だ,家 庭内で,

本来,親 が行 うべきことを(特 に,母 親が行うべきことを)機 械に代用させることが近代

化であると思い込み,子 供の世話や育児までも自分で行わないような親のいる家庭は真の

家庭ではな く,単 なる家にすぎない.現 代社会の核家族の家庭の うち,真 の意味(教 育的

機能をもった)で の家庭がどの程度あるか考えると恐怖感す ら感 じられる.

また,共 働きをして もいないのに,乳 幼児期か ら自分の子供の世話を他人に委せっきり

で,カ ルチャーセンターに通 う母親の教養の低さなど想像に難 くない.

以上の事実を示す例としては,0歳 児保育を行う保育園,一 人 っ子の増加(家 庭内の子

供数の減少),離 婚率の増大等があげられる.

これらはすべて家庭の教育機能の喪失の現われである.

家庭教育において母親の役割が特に重視されるのは,乳 幼児期か らの親子の間のスキン

シップなのである.こ れは血のつながった母親以外にはどうすることもできないことであ

る.母 親とのスキンシップを充分に享受 してきた子供に精神的不安定は少ないという心理

学的調査は枚挙に逗が無いのである.さ らに,家 庭教育において,母 親の役割が重視 され

るもう一つの理由は,幼 児期までの子供に対する教育的影響が,主 に母親を通 じて加わる

ということである.そ れゆえ,母 親は子供に愛情をもって接 してさえいれば,教 育的意図

など必要でないのである.む しろ,誤 った教育的意図をもつことによって,教 育る署窪い

うような家庭教育を根本的に破壊 して しまう要素にすらなりうるのである.家 庭教育は母

親のあり方によって,す ばらしい教育効果をあげることもあれば,台 無 しになって しまう

こともあるのである.
2ll

家庭教育は学校教育と根本的に異なっていて,子 供の成長 ・発達の全体に関らなければ

ならず,し かも,そ の教育的方法は学校教育 とは違って,継 続的に愛情をもって見守 って

い くとともに,親 としての自己意識をもつ行動が大事なのである。子供はそのような親の

姿を見ながら自己形成を遂げていくのである.

親子のスキンシップに基づ く心の教育が家庭教育の中心でなければならない。しかも,

それを行 うことができるのは血のつなが った両親であることを現代人はもっと認識 し,目

先の経済的理由で,家 庭教育を軽視 したり,家 庭の崩壊を招 くような現代社会の異常 さに
一 日も早 く気づかなければならないと考えられる .

C.マ ス ・コミの教育的影響

rH.現 代社会の特質」のところで も触れたように,現 代社会はマス ・コミ主導のつ く
・ ・ ・ ・ ・

られた情報社会であるといえる.そ れほど現代社会におけるマス ・コ ミの影響力は大きい

のである.
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特に,学 校や家庭が本来の教育機能を失いつつある現在,学 校教育,家 庭教育そのもの

がマス ・コ ミの影響を直接的に受け入れるがゆえに,教 育の根本的主体性はマス ・コ ミが

もっているといって も過言でない状況にさえなっているのである.し かも,マ ス ・コミ諸

機関が報道の自由という仮面をかぶ り,興 味本位の営利主義に立 っているという現実から

考えれば,現 代社会の教育の荒廃ぶ りは納得できることである.

つまり,親 が教育の主体性を失い,目 先の欲に駆 られて共働きに精を出し,子 供はテレ

ビっ子 として成長 し,ま さに,テ レビを通 じてあらゆるマス ・コミの影響(と りわけ,短

絡的で興味本位な影響)を 受け入れ,そ れに踊 らされているのである.ま た,親 自身 もマ

ス ・コミの影響にどっぷりつかっているために,主 体的な教育を しようと思って も,そ の

主体性自身がマス・コ ミによってつ くりあげ られた風潮の現われである場合が多いように

なっている.さ らに,マ ス ・コミは学校教育や教育行政にまで も影響を与える力をもって

いる.も ちろん,マ ス ・コミが一般大衆の意見を代弁するような形で世論を形成するのは

本来の使命であって,望 ましいことであるが,現 在のマス ・コ ミはその範囲を越え,営 利

主義を第一 目標 にし,大 衆そのものを動かし,世 論を形成 している観す らあるのである.

マス ・コミが世論の形成に関与するのは当然の使命であるが,そ の内容決定に関する主導

権をマス ・コミが握ることは決 して許されるべきことではないのである.

特に,現 在の子供の大半は多少なりともテレビっ子として育ってきているので,テ レビ

を通 じてのマス ・コミによる情報にひじょうに敏感である.し かも,そ の情報の真偽を確

かめるのではなく,い かなる情報でも早 く知ることのみを追求 し,さ らに,そ れが一種の

流行のようにさえなってきているのである.下 らない娯楽番組の流行語とニュースなどの

報道内容がまったく同じレベルで子供同志の会話の中にしば しば表現され,し か も,彼 ら

にとって重要なのは,そ れらの情報(下 らない娯楽番組の流行語とニュースの報道内容)

を表面的に知っているということであり,そ の内容に対する自らの価値観に基づ く吟味や

判断ではないのである22)

大人達(親 も教師も)の 中にはその ことに追従 し,子 供と同 じレベルで会話ができるこ

とを望ましいと考える者す らいる.ま さに,現 代は歴史上まれにみる軽薄な時代であると

いわざるをえないのである.そ して,そ の軽薄さを生み出 しているのが年長世代の価値観

の未確立であり,そ れを助長 しているのが営利主義に走るマス ・コミなのである.も し,

年長世代が現代社会において明確な価値観を確立 していれば,お そらく,マ ス ・コミの現

在のような無責任な報道を許さない社会的雰囲気をつ くりあげていたであろう.し かるに,

現代社会において,様 々の問題(特 に,教 育問題)に ついても主体的責任をとる自覚をも

つ者が少ないのであり23)このような状態が現代の様々の教育問題発生の根本的原因である

と考えられる.

最近数年の間に,家 庭内暴力 ・校内暴力 ・いじめ ・自殺 と,次 々に青少年を主人公とす

る異常な教育問題がマス ・コミを騒がせたことは周知の事実である.こ れ らはまさに上に

示 してきたような背景のうちに現われた問題であるが,こ のことについては後に詳 しく論

じることにして,こ こでは,現 代社会においてマス ・コミは教育問題に対する最 も大きな影

響力をもっていることをわれわれは再認識 しなければならないと言 うに留めることにする.

IV.現 代 っ子(マ ス ・コミに育 て られた子)の 特徴

昭和40年 以降に生まれた子供達は多少なりとも 「テレビっ子」 と呼ばれる要素をもって

育っている.一 般家庭向けのカラー放送は昭和39年 の東京オリンピック以降主流になり,
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それとともに,テ レビの普及率は一段と高まり,各 家庭に一台のテ レビがあるのが普通に

なって,さ らに,各 室一台へと急増 していく時期でもあった。さらに,こ の時期は 「所得

倍増計画」にのせられて,共 働きの家庭の割合が急増 していった時期でもある.す なわち,

国民は経済的豊さを唯一の目的として,家 庭生活も子供の教育もすべて経済的側面からの

み考えるようになってきた時期であった.

戦後の核家族化現象はこの時期以降の共働き現象と相侯 って,テ レビに子守 りをさせる

という状況を生み出していったのである.テ レビがこれほど普及する前の時期においては,

「錠 っ子」という言葉が一般に共働き家庭の子供に対 して使われ,さ らに,「共働 き」とい

う言葉も 「共稼ぎ」か ら変化させられた言葉であった.つ まり,こ の時期以前においては,

子供に留守番をさせて,両 親が働きに出るということに対する後めたさが社会的通念とし

て存在 していた.そ れゆえ,た まの休みには,子 供を中心に愛情の こもった親子の心のつ

ながりを両親は無意識のうちに求めたものであった.

しかるに,昭 和35年 の 「所得倍増計画」以降,共 働きは恥ずべきことでないという意識

が広まり,さ らに,経 済的豊さを求めることは美徳であるとする考え方が一般にもたれる
24)

ようになるにつれて,「 テレビっ子」(実 は 「錠っ子」よりも悪い状態である)を つ くる

ことに両親は抵抗がないだ けでなく,子 供に対する配慮が失われるようになってきたので

ある.す なわち,親 は名実ともに,わ が子に対する教育権を放棄するようになってきたの

である.

親が親としての自覚を失い,単 なる大人になり始めたのである。すなわち,親 として自

分の子供を自分自身で教育する自覚を失い,単 なる大人として経済活動に没頭 し始めたの

である.自 分の子供の教育をするために金を出すこと(す なわち,家 庭教師をつけた り,

学習塾 に行かせること)だ けが自分達の教育義務であると思い込むようになったのである.こ

のようなことを行うことによって,自 分の教育義務を果 しているという錯覚に陥っている

のである.

それゆえに,親 達は自分の子供をテレビっ子にすることに抵抗が少な くなっていったの

である.さ らに,親 自身もテレビ漬けの生活をごく当然の ことと感 じるようになり,そ の

番組に対する批判の目は薄れていったのである.
一方,マ ス ・コ ミ産業は日本の経済的発展に即 してどんどん拡大化 していった.そ れに

応 じて,営 利主義的側面 も表面に表われて くるようになった.マ ス ・コミュニケーション

とは文字どおり大衆伝達であり,そ の伝達の対象を区別する機能は本質的にもちえないの

であるから,例 えば,成 人向きの番組,子 供向きの番組等をつくったとして も,そ れは単

なる建前にすぎないものになってしまうのである.ま して,先 に示 したように,親 が子供

の教育について無責任になってしまうと,子 供達はいかなる教育的配慮をもった選択 もな

しに,マ ス ・コ ミの影響にさらされ続けているのである.

その結果,現 代っ子は親の正しい教育的自覚の欠如のために,「 マス ・コミに育て られ

てきた子供」になっているといえるのである。それゆえ,現 代 っ子の特徴は大人 じみた考

え方や趣味をもっている反面,そ れに伴 うべき責任感はまったくな く,他 人に対する批判

はこの上もな く鋭いにもかかわらず,自 己に対する批判や評価は実に甘 く,し かも,他 人

に対する尊敬心や畏敬の念をもたず,何 にも感動 しないのである.い わゆる 「三無主義」

とか 「五無主義」という言葉で象徴 される性格であり,こ れ こそ,子 供 らしさの喪失なの

である.

大人が大人 らしさを失い,子 供が子供らしさを失いつつある状況の中で,い かなる教育
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的関係 も成立 しないのはごく当然の現象であるといえる.

「子供 らしさ」という概念は,本 来,大 人が子供を育てる過程において子供に対 して期

待する典型的性質であるといえる.そ れゆえ,子 供の教育に真剣に取り組んでいない大人

にとって,ほ ん とうの意味での 「子供 らしさ」の喪失は理解できないのである.し たがっ

て,わ が子がマス ・コミに育てられ,完 全にテレビっ子になって しまっていて も,普 段の

生活の中では,ま った く気づかず,何 か問題(例 えば,家 庭内暴力が突然起るというよう

な問題)が あった時,わ が子に突然悪魔で もとり付いたのではないかと感 じたり,ま った

くどのように対処 していいのかわからず,た だ困惑するばかりの親のいかに多いことであ

ろうか25)このような状況は親が 自分の子供の実態をまった く知 らないままでいることを示

す典型的な例であると考えられる.

つまり,現 代っ子は血のっなが った親 との関係よりも密接な関係をマス ・コ ミとの間に

もっていて,そ の結果,大 人は現代 っ子のことを 「新人類」 と感 じるのである.

最近よく問題にされる現代っ子の異常な行動は子供 自身に由来する異常 さではないので

あって,む しろ,大 人達の教育権の放棄 という重大過失,さ らに,マ ス ・コミの無責任な

報道に起因するものといえるのである.

例えば,家 庭内暴力や校内暴力の問題なども,親 や教師に対 して,本 来,従 順であるは

ずの子供達が暴力によって親や教師に立ち向って くるところが問題なのであり,こ れは子

供達の中に大人の立場に立たせる視点を形成 して しまった結果,生 じた必然的事件である.

また,こ の家庭内暴力や校内暴力が日本各地で起るようになって,数 年たっかたたないか

のうちに 「いじめ」問題が主流になっていった.さ らに,こ の 「いじめ」は単なるい じめ

か ら自殺を伴 ういじめへと変化 し,や がて,い じめに伴 う自殺の質的変化へと目まぐるし

く変化 している.こ のような目まぐるしい変化は明 らかにマス ・コ ミの興味本位の報道に

起因すると考えられる.現 代っ子はわれわれの想像が及ばないほどテレビ画面に敏感であ

るとともに,テ レビ画面の中に,ま ったく違和感なしに入り込んでいけるのである.そ し

て,テ レビの中の虚像 と現実との区別がで きに くくなっている子供が多いのである.そ れ

ゆえ,マ ス ・コ ミの報道に大きな影響を受けて,次 々と新 しい教育問題に参加 し,さ らに

大きな問題へと変化 ・展開 してい くのである26)

資本主義社会である現代日本において,マ ス ・コ ミの営利主義に対する批判には限界が

あるのはむ しろ当然である,そ れゆえにこそ,親 の教育権の復権が現代人の急務なのであ

る.

親が自分の子供の教育を第一に真剣に考えること,家 庭教育の重要性を再認識すること,

学校教育と家庭教育の重要性を再認識すること,学 校教育 と家庭教育の相違及び関係,さ

らには 「親である」 ということの意義について,す べての人間は今こそ考え直さねばなら

ない時期にきている.

V.む す び

現代社会において教育問題が大きな社会問題になっていることは周知の事実である.本

論文では,こ のように異常 とまでいわれる現代の教育問題が発生 している背景にどのよう

な原因が潜んでいるかを究明 してみた.

その根本原因としては,① 日本の現代社会の価値観の未確立,② 家族制度の問題 ③マ

ス ・コミによる情報の氾濫,が 考え られ,さ らに,そ の結果,誤 った教育観を もった親

(教育観をもたない親を含む)と 「新人類」と呼ばれる現代 っ子との分裂的親子関係が生
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じているのであるといえる.す なわち,子 供の考えていることのわからない親,逆 に,親

の考えていることのわか らない子供がひ じょうに多 く,し か も,何 か問題が起 らないか

ぎり,そ の こと自体注目されることもないような異常な親子関係をつ くっている現代人の

基本的心的態度にこそ問題があるのである.本 来,親 子関係はあらゆる人間関係の中で最

も自然で,し か も密接,か っ,互 いに深い結びっきをもつ ものである.し かるに,現 代社

会においては,親 子関係が断絶ではなく,相 互無関心という奇妙な関係になってきている

のである,こ のようなことは,現 代の 日本人があまりにも,個 人 としての自己の権利や存

在を強調 しすぎる結果であると考えられる.

人間は人間社会において,他 の人間 と何 らかの関係の中で しか生 きていけない存在であ

り,そ の意味で も,人 間関係の中における自己意識について,と りわけ,親 子関係の中に

おける親としての 自己意識についての内省が現代人には必要であると考え られる.そ れに

よって,自 らの親 としての教育義務を自覚することが現代の教育問題解決の前提になるの

である.

註

1)し たが って,本 論文においては,で きるか ぎる引用文を避け,筆 者の哲学 的分析のみ に従 って,

論 を展開 す ることに終始 したい と思 う。哲学 は,本 来,自 ら 「行 う」 ものであ って,「 学ぶ」 もの

で はないか らであ る.ま た,現 代教育の問題 は教育 の本質を哲学的 に分析 する ことによ って,普 遍

的側面 を明 らかにす る以外 に根 本的解決策を求 める ことはできない.

2)こ の意味 では,現 代社会 はル ソー(JeanJacquesRousseau,1712-78)が,ア ンシ ャ ン ・

レジームと して批判 した フランス社会 と似て いるといえ る.し か し,ア ンシャン ・レジーム とはs

フラ ンス革命以 前の絶対 王政 を中心 とす る身分制社会 であ り,ル ソーの批判 は主 に,一 握 りの上流

階級 に対す る ものであ ったのに対 し,現 代社会 は,社 会 全体 が腐敗 と堕落の構造 を もっていて,し

か も,そ れ が美徳 であ るとす る風 潮がつ くり出 されている世 の中であ り,そ の 中にい るすべての人

間が 関 って いる とい う意味で は,問 題 が深刻であ るといえる.

3)本 来,意 図的教 育は社会 における機能 的教育 に合致 して行 われ るべ きで あると考 え られる.そ れ

によ って,個 性伸 長 と社会適合が調和 す るはずの ものであ った.

4)世 代間の断絶 とい うことは,歴 史上,さ ま ざま の形 で現 われ て きた.し か し,そ れは社会 の正

常 な発展 過程 において,自 然 に生 じて くるもの といえる.世 代 間の相違 によって生 じるエネルギー

の差 として,機 能 的教 育 も現 わ れて くるの で あ る.し か るに,世 代 融合化現象 とい うのは,歴 史

的 に も特 異 な もの であ る.

5)教 育基 本法第9条 には宗教教育の規定 があ るが,こ れ は欧米人 の考え方 による ものであるこ とは

自明であ る.す なわち,宗 教教育 は家庭 及び教 会で行 うべ き ものであ り,学 校で は,個 人 の信仰 の

自由を認め るため に,宗 教教育 に関与す べきでない とす る考え方 であ る.し か し,日 本 では宗教教

育 を行 う場 は現在皆無 に等 しい.大 家族制 の中では祖父母を中心 に先 祖崇拝の思想が あ り,こ れが

唯一 の宗教 教育で あ ったが,現 在の核家族制 では,ほ とん ど有名無実 にな って きて いる.

6)こ のこ とも,第 二次大 戦の敗戦 による異質 な価値観の移植 によると考 え られ る.

7)逆 に,共 通意識や共通 の価値 観がな いか ら,明 確な世代区分がで きない といえ る.い ずれ に して

も,第 二 次大戦の敗戦 によ る異 質文化の半強制 的導 入 に起因す ると考 え られ る.

8)「 新人類 」 という概念 は,一 般 に年長世代の理 解を越えた無責任で,恣 意的な行為を とる若者 に

対 して使 われて いるが,こ れは若者だ けにいえる ことではな く,そ の意 味で,「 新人類」 とい う概

念 は年長世 代に入 るべ き年齢 の人々に もあるといえ る.
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9)新 村出編:`r広 辞苑 」』(第 三版),(岩 波書店)昭 和58年.P.2319.

10)新 村出編:前 掲書,P.1200.

11)新 村出編:前 掲書,P.1200.

12)事 故や災害で苦 しんで いる人 々に対 する無 神経な インタ ビューが,報 道 の 自由の名 の もとにまか

り通 ってい ることをわれ われは日常茶飯事 として経験 している.

13)も ちろん,そ の ような形 で社会が進歩 してい くこともあるが,し か し,社 会の実質的 な進歩 にな

るためには,大 衆がその方向 に向 って積極的 に進 まね ば な らな い.

14)親 が子 に用事 を頼 むの に小使 いを与え る.さ らに,成 績が上がれば,小 使 いの金額を上 げる等,

まさに,家 庭 の中にまで,利 益社会的習慣が 入 ってきて いる例 と考え られ る.

15)現 代人 には,そ の人 と しての最 も基本 になる価値観 が確立 して いないため,自 分 自身の本音が何

であるかに気 づいていな い人 も多 い.し たが って,他 人か ら見て,ひ じょに無責 任 な行動で あって

も自分で は決 して無責 任 とは思 っていな い場合 が多 い.

16)3R'sと いわれるReading,Writing,Arithmetic,が 教育 の基 本 的 内容 で あ る ことは,古 今

東西共通 して いるが,い ずれ も知育 の内容で ある.知 ・情 ・意の調和的発達 や全 人教育 は,本 来,

家庭教育で行 われる もの と考え られ る.

17)義 務教育 とは,教 育基 本法第4条 に示 されて いるよ うに,親 ・国 ・地方公共団体 が子女 に対 して

教育を受 けさせ る義務 を負 ってい るとい う意味で ある.

18)臨 教審をは じめと して,さ まざまの教 育改革が行 われてきた し,行 われ よ うとしてい るが,い ず

れ も学校教育の改革 を中心 とす るものであ り,「 学校教 育だけが教育であ る」かの視点か ら行われ

るか ぎり,成 果 はあが らないのは当然 であ る.

19)こ の ような意識 を もつかぎ り,現 在 の教 育状況 はさ らに悪 くな りこそす れ,良 い方へは向わな い

ことは明 らかで ある.

20)奈 良大学紀要 第14号,拙 稿 「教育 的関係(皿)」 参照.(昭 和60年)

21)奈 良大学紀要 第14号,拙 稿 「教育 的関係(皿)」 参照.

22)例 えば,校 内暴力や い じめの報道 がなされ,そ の結果,短 期 間の うち に,全 国 に校 内暴力 や い じ

めが広が って いった.さ らに,こ れ らを題 材 に したテ レビ ドラマが上演 され れば,さ らに,内 容が

エス カ レー トして いったこ とは誰 もが目に した事実で ある.

23)親 が 自分の子供の教育 をそ っちのけに共働 きに励 み,教 師はサ ラ リーマ ン教師 にな るか,組 合運

動に熱中 し,ま して,教 育行政側 は,教 育政 策を選挙 の票集 めに利用す るだ けで,現 実に真剣に教

育に取 り組んで いる人が いるのか とい う疑 問を もた ざるをえない状況であ る.

24)「 錠 っ子」 といわれ た時期 には,テ レビの普及 もそれ ほどで もなか った ため,子 供 達は近所 の友

人 との遊びで時間をつぶ していた.そ れゆえ,子 供 にと って重要 な友人 との つきあい,友 情を培 う

機会 が充分に もてた と考 え られる.し かるに,「 テ レビっ子 」の場 合,友 人 との つきあいよ りも,

自宅で一人で,テ レビを見なが ら時間 をっぶ すよ うに変化 してい った.子 供の性格 に陰湿 さが加わ っ

てきたのは,こ の ころ以降の,い わ ゆる,友 人 との遊 びを しな くな ることか ら生 じてきたのではな

いだろ うか.

25)同 様 の ことは,「 い じめ」 について も,「 自殺」 につ いて も,あ てはま ることで ある.

26)そ れゆえ,新 聞 ・雑誌で と りあげ るべ き,い わゆれ,ニ ュース ・バ リューの ある大事 件が起 って

いる時は,「 い じめ」や 「自殺」の報道 は行 われず,そ の結果,現 実 に もその類の事件 は起 らない.

したが って,マ ス ・コ ミの報道の方法 によ って,現 在の教育問題 の大半は,鎮 静 化 して い くこと も

確かであると考え られ る.
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Summary

Inthisthesis,Itriedtodiscoverthecausesofthepresenteducational

problemsinJapan.

Inourhistory,theSecondWorldWarwasepochmakingtoJapan.Postwar

Japanhasbeenanationwheredifferentvalueshavebeenplantedonprewarval-

ues.Thereforetodayisthetimewhenvariouswaysofthinkingareallowed.

Forexample,wearefreeineverything.ButweJapanesedon'tunderstandthe

truemeaningoffreedom.Soweenjoyourfreedomwithoutthinkingofothers.

Andweofteninfringeonothers'rights.

ThefamilysystemwasalsomuchinfluencedbytheWar.Inprewardays,

largefamiliesaregeneral,butinthesedayssmallfamiliesaregeneral.In

formersystem,homeeducationisnaturallyavailable,butinlattersystem,it

isnotsowell.Becausetheparentsinthesmallfamilyhavelosttheirown

self-consciousnessasparents.Manyofthem(bothfatherandmother)work

withoutthinkingoftheirsonsanddaughters'education.Theythinkthatthey

haveonlytoearnmuchmoneyinordertoraisethestandardofliving.Acul-

turallife,theythink,consistsinthematerialrichness.Forexample,they

thinkthemoreelectricgoodstheyhave,therichertheyare.

However,themoretelevisionsetswehaveinourhouse,themorechildren

enjoytelevisioninourhousewithoutplayingwiththeirfriendsoutdoors.That

is,thenumberof`television-children'hasbeenincreasing.Theyreceive

variousbadinfluencesfrommasscommunication.Todayoneofthemostimportant

elementsthatinfluenceongrowingchildrenismasscommunication.Butmost

organizationsofmasscommunicationareprofit-making.Soparentsmustbecare-

fulsothatmasscommunicationmightnotdoharmtotheirownsonsanddaughters.

Inordertodoso,parentshavetomakeawarmhumanrelationshiptotheirsons

anddaughters.

Todayistheverytimethatparentsshouldearnestlygrapplewitheducational

problems.


